
旅
行
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題

信頼回復へ、意識改革を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活

地方を主役に、観光先進国へ 人
手
不
足

魅力ある産業として認知されよう

改
正
旅
館
業
法

「安全」をどこまで担保できるか

辰
年

焦点 

観光業界のキーワード

（５） 第３２０３号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１月１日（月曜日）

　
青
森
市
の
受
託
事
業
で
の
入

札
で
談
合
の
疑
い
が
あ
る
と
し

て

月

日
、
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
旅
行
会

社
５
社
に
公
正
取
引
委
員
会
が

立
ち
入
り
検
査
を
行
っ
た
。
そ

の
数
日
後
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
２
０
２
３
年
度
中
間

決
算
の
記
者
発
表
会
。
冒
頭
、

山
北
栄
二
郎
社
長
は
「
当
社
と

し
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
公
正
な
取
引
を
最
重
要
と
と

ら
え
、
最
優
先
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事

案
が
起
き
た
こ
と
を
受
け
、
心

よ
り
反
省
し
、
改
め
て
社
内
に

徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
り
、
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

　
旅
行
会
社
の
信
用
が
揺
ら
い

で
い
る
。

年
か
ら
雇
用
調
整

助
成
金
や
政
府
の
旅
行
支
援
事

業
、
自
治
体
の
受
託
業
務
な
ど

に
関
す
る
旅
行
会
社
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
が
次
々
と
発

生
。
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
で
は
、
「
旅
行
業
界
に

お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ

の
取
組
み
の
手
引
き
」
の
策
定

や
、
加
盟
旅
行
会
社
か
ら
の
誓

約
書
の
提
出
、
経
営
者
や
職
員

へ
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
が
、
さ
ら
に
青
森
市
で
の
不

正
事
案
が
起
き
た
。
「
再
発
防

止
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
実
施
し
て
き
た
が
、
度
重
な

る
不
正
が
発
生
し
、
旅
行
業
界

全
体
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、痛
恨
の
極
み
」

と

橋
広
行
会
長
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
般
の
一

連
の
不
祥
事
を
踏
ま
え
、
観
光

庁
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
「
旅

行
業
界
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
徹
底
に
係
る
有
識
者
委

員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を


月
７
日
に
発
表
し
た
。
有
識
者

委
員
会
は
①
会
員
会
社
に
よ
る

総
点
検
の
実
施
に
当
た
り
留
意

す
べ
き
事
柄
の
指
摘
②
点
検
の

実
施
結
果
か
ら
の
原
因
分
析
、

③
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
今
後
の
再

発
防
止
策
に
つ
い
て
の
評
価
、

改
訂
に
関
し
指
導
助
言
を
受

け
、
不
正
の
根
絶
を
図
り
、
旅

行
業
界
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
委
員
は
弁
護
士
や
公
認
会
計

士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
企
業
倫
理
な
ど

に
精
通
し
て
い
る
５
人
。
外
部

の
目
線
を
取
り
入
れ
て
業
界
全

体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
を
図
っ
て
い
く
。

月
下
旬

に
設
置
し
、
年
度
内
に
中
間
取

り
ま
と
め
を
す
る
予
定
。

　
加
え
て
、
外
部
の
専
門
家
に

委
託
し
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

内
部
通
報
相
談
窓
口
」
を

月

８
日
に
設
置
し
た
。

　
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
経

営
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
す
べ
て
に
優
先
す
る
こ
と

を
業
界
全
体
で
今
一
度
、
強
く

認
識
を
共
有
化
し
、
業
界
の
信

頼
回
復
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各

社
に
お
い
て
は
さ
ら
な
る
取
り

組
み
の
強
化
を
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
」。６
月
の
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
総
会

で

橋
会
長
は
こ
う
語
っ
た
。

旅
行
業
界
の
意
識
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
【
板
津
昌
義
】

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
が
進

ん
で
い
る
。
２
０
２
３
年

月

の
訪
日
客
数
は

年
同
月
比
０

・
８
％
増
の
２
５
２
万
人
で
、

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
初
め
て
上

回
っ
た
。
年
間
で
は
２
５
０
０

万
人
前
後
が
見
込
ま
れ
る
。


年
の
訪
日
旅
行
消
費
額
も
、
円

安
や
物
価
上
昇
の
影
響
は
あ
る

が
、
５
兆
円
が
視
野
に
入
り
、

過
去
最
高
だ
っ
た

年
の
４
・

８
兆
円
を
上
回
り
そ
う
だ
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
で
見
て
も
、

外
国
人
は

年
７
月
に

年
同

月
の
水
準
を
回
復
し
た
。
９
月

に
は

年
同
月
比

・
９
％
増

の
９
８
２
万
人
泊
、

月
に
は

同

・
０
％
増
の
１
１
８
０
万

人
泊
と
２
カ
月
連
続
で
２
桁
の

伸
び
率
を
記
録
。
日
本
人
を
含

む
延
べ
宿
泊
者
数
全
体
に
占
め

る
外
国
人
の
割
合
は

年
９
月

で

・
５
％
に
達
し
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
お
け

る
最
大
の
課
題
は
、
地
方
誘
客

の
拡
大
だ
。
例
え
ば
、

年
９

月
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
を

地
域
別
に
見
る
と
、
東
京
、
大

阪
、
京
都
の
３
都
府
で
全
体
の


・
２
％
を
占
め
る
な
ど
、
大

都
市
部
な
ど
へ
の
集
中
が
際
立

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
訪
問
先

の
集
中
は
、
一
部
の
地
域
に
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策

は
、
地
方
誘
客
が
最
大
の
テ
ー

マ
と
な
り
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
、
観
光

地
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
へ
の

支
援
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
観

光
立
国
推
進
基
本
計
画
で
は
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
１
人
当
た

り
の
地
方
部
宿
泊
数
を

年
実

績
の
１
・
４
泊
か
ら
、

年
ま

で
に
２
泊
に
増
や
す
意
欲
的
な

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
自
治
体
や
産
業
界
も
動
い
て

い
る
。例
え
ば
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
、自
然
、異
文
化
な
ど
の
高
付

加
価
値
な
体
験
を
提
供
す
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
。

年
９
月
に
北
海
道
で
国
際
的
な

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、国
内
各
地
で
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、
年

３
月
の
北
陸
新
幹
線
・
敦
賀
延

伸
。
初
訪
日
の
旅
行
者
な
ど
に

人
気
と
な
っ
て
い
る
東
海
道
を

移
動
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

に
対
し
、
北
陸
を
経
由
し
て
東

京
―
関
西
を
結
ぶ
レ
イ
ン
ボ
ー

ル
ー
ト
を
確
立
し
よ
う
と
い
う

広
域
的
な
動
き
が
あ
る
。

　
日
本
の
地
方
部
が
持
つ
観
光

資
源
の
可
能
性
の
大
き
さ
は
、

多
く
の
有
識
者
が
指
摘
す
る
と

こ
ろ
だ
が
、
本
格
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
や
販
路
開
拓
、
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
と
い
う
地
域
も
少

な
く
な
い
。将
来
を
見
据
え
、地

域
の
存
続
、地
域
の
発
展
の
一

端
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
支
え
よ

う
と
す
る
な
ら
、自
然
、文
化
な

ど
地
域
本
来
の
価
値
、
住
民
の

郷
土
愛
な
ど
に
根
差
し
た
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
よ

る
誘
客
拡
大
が
課
題
だ
。
地
方

を
主
役
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
新

時
代
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
、

日
本
を
観
光
先
進
国
へ
と
進
化

さ
せ
る
だ
ろ
う
。
【
向
野
悟
】

　
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
日
銀
の

月
短
観
（
全
国

企
業
短
期
経
済
観
測
調
査
）
に

よ
る
と
、雇
用
人
員
が「
過
剰
」

と
答
え
た
企
業
の
割
合
か
ら

「
不
足
」
を
差
し
引
い
た
指
数

は
、
中
小
の
非
製
造
業
で
は
３

㌽
悪
化
の
マ
イ
ナ
ス

。
比
較

で
き
る
１
９
８
３
年
５
月
以
降

で
最
も
人
手
不
足
度
合
い
が
強

ま
っ
た
と
い
う
。

　
行
動
制
限
の
緩
和
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
増
加
も
あ
り
、
旅
行
を

取
り
巻
く
環
境
は
好
転
し
て
い

る
が
、
人
手
不
足
が
足
か
せ
に

な
り
、
思
う
よ
う
な
収
益
を
上

げ
ら
れ
な
い
の
が
実
情
だ
。

　
「
年
末
年
始
も
満
館
だ
が
、

ど
う
や
っ
て
ス
タ
ッ
フ
を
集
め

る
か
が
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
。
派

遣
で
も
何
で
も
頼
ま
ざ
る
を
得

な
い
が
、本
当
に
人
が
い
な
い
。

ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば
も
う
少
し

予
約
を
と
れ
る
の
だ
が
…
。
仕

方
が
な
い
の
で
素
泊
ま
り
な
ど

を
入
れ
て
い
る
」
。
群
馬
県
の

温
泉
旅
館
の
女
将
は
こ
う
言
っ

て
肩
を
落
と
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
な

の
だ
が
、
人
手
不
足
が
重
く
の

し
か
か
る
。

　
岩
手
県
花
巻
市
の
花
巻
温
泉

（
安
藤
昭
社
長
）は
こ
の
ほ
ど
、

物
価
上
昇
や
優
秀
な
人
材
確

保
、
異
業
種
へ
の
離
職
防
止
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０
２

４
年
２
月
か
ら
給
与
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決

め
た
。
ベ
ア
は
７
月
に
続
い
て

今
年
度
２
回
目
。
今
回
は
社
員

１
人
当
た
り
平
均
で
約
５
％
ア

ッ
プ
と
し
た
。
初
任
給
も

年

春
入
社
の
社
員
か
ら
、
現
在
の

募
集
要
項
よ
り
約
１
万
円
引
き

上
げ
に
加
え
、
実
力
に
応
じ
た

定
昇
を
別
途
実
施
す
る
。

　
同
社
は
ま
た
、
従
業
員
食
堂

の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
刷
新
、
社
宅
お
よ
び

社
員
寮
の
改
装
な
ど
職
場
環
境

や
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
「
食
料
や

生
活
用
品
の
物
価
が
上
が
る

中
、
日
頃
の
従
業
員
の
努
力
に

報
い
る
た
め
総
合
的
に
判
断
し

た
」
と
い
う
。

　
自
治
体
も
人
手
確
保
を
支
援

す
る
。
静
岡
県
は
「
宿
泊
業
新

規
雇
用
支
援
事
業
」と
題
し
て
、

県
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
正
社

員
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る
人

を
県
内
外
か
ら

人
募
集
。
座

学
研
修
に
加
え
、
２
～

日
間

に
わ
た
っ
て
フ
ロ
ン
ト
や
接

客
、
清
掃
な
ど
の
業
務
実
習
に

当
た
り
、
実
習
先
施
設
へ
の
正

社
員
採
用
を
目
指
し
て
も
ら

う
。
実
習
中
は
給
与
や
交
通
費

が
支
給
さ
れ
る
。
事
業
の
受
託

先
は
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
。

　

年
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
時
間
外
労
働
が
規
制
強
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
「
２
０
２

４
年
問
題
」
が
起
き
る
。
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
も
懸
念
さ
れ
、
人

手
確
保
競
争
は
さ
ら
に
激
し
さ

を
増
し
そ
う
で
、
し
わ
寄
せ
は

観
光
業
に
も
及
び
そ
う
だ
。
解

決
策
は
簡
単
に
見
つ
か
り
そ
う

も
な
い
が
、
業
界
の
成
長
性
を

示
し
、
魅
力
あ
る
産
業
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
改
正
旅
館
業
法
が
施
行
さ
れ

た
。
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
分
け

て
二
つ
。
迷
惑
客
の
宿
泊
を
断

れ
る
こ
と
。
そ
し
て
特
定
感
染

症
の
感
染
防
止
対
策
を
顧
客
ら

に
要
請
で
き
る
こ
と
だ
。

　
従
来
の
旅
館
業
法
は
、
宿
泊

を
拒
否
で
き
る
ケ
ー
ス
と
し
て

①
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

伝
染
性
の
疾
病
に
か
か
っ
て
い

る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
と

き
②
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者

が
、
と
ば
く
、
そ
の
他
の
違
法

行
為
、
ま
た
は
風
紀
を
乱
す
行

為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
③
宿
泊
施
設
に

余
裕
が
な
い
と
き
。
そ
の
他
、

都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
事

由
が
あ
る
と
き
―
に
限
ら
れ
て

い
た
。
今
回
、
①
に
つ
い
て
、

「
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

特
定
感
染
症
の
患
者
等
で
あ
る

と
き
」
と
、
従
来
の
曖
昧
な
表

現
を
改
め
た
。

　
さ
ら
に
今
回
、
四
つ
目
の
ケ

ー
ス
と
し
て
「
宿
泊
し
よ
う
と

す
る
者
が
、
営
業
者
に
対
し
、

そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重

で
あ
っ
て
、
他
の
宿
泊
者
に
対

す
る
宿
泊
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
著
し
く
阻
害
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
要
求
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
繰

り
返
し
た
と
き
」を
追
加
し
た
。

要
約
す
る
と
、
「
迷
惑
行
為
を

繰
り
返
す
客
の
宿
泊
を
断
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
。
省
令
で
定

め
る
迷
惑
行
為
（
特
定
要
求
行

為
）
は
「
宿
泊
料
の
減
額
」
と

「
粗
野
ま
た
は
乱
暴
な
言
動
、

そ
の
他
の
従
業
者
の
心
身
に
負

担
を
与
え
る
言
動
」
。
厚
生
労

働
省
は
こ
れ
ら
の
行
動
の
具
体

例
を
指
針
で
示
し
て
い
る
。

　
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
の

は
「
宿
泊
料
の
不
当
な
割
引
や

部
屋
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
繰

り
返
し
求
め
る
」「
特
定
の
従
業

者
の
み
に
自
身
の
応
対
を
さ
せ

る
こ
と
を
繰
り
返
し
求
め
る
」

「
従
業
者
に
土
下
座
な
ど
の
謝

罪
を
繰
り
返
し
求
め
る
」な
ど
。

　
一
方
、
障
害
者
に
配
慮
し
て

「
視
覚
障
害
者
の
部
屋
ま
で
の

誘
導
を
求
め
る
こ
と
」
「
車
椅

子
で
部
屋
に
入
れ
る
よ
う
に
ベ

ッ
ド
や
テ
ー
ブ
ル
の
位
置
を
移

動
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
」

な
ど
は
特
定
要
求
行
為
に
当
た

ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
感

染
防
止
対
策
は
、
前
出
の
特
定

感
染
症
の
流
行
時
に
限
り
、
事

業
者
は
そ
の
症
状
を
も
つ
客
ら

に
対
し
て
感
染
防
止
に
必
要
な

協
力
を
要
請
で
き
る
こ
と
。
例

え
ば
熱
の
あ
る
宿
泊
希
望
者
に

近
所
の
病
院
で
診
察
を
受
け
て

も
ら
い
、
結
果
の
報
告
を
求
め

る
な
ど
だ
。

　
客
ら
は
正
当
な
理
由
が
な
い

限
り
協
力
を
拒
否
で
き
な
い
と

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
者

は
協
力
し
な
い
人
の
宿
泊
を
拒

め
な
い
。
業
法
の
当
初
の
改
正

案
で
は
こ
の
ケ
ー
ス
の
宿
泊
拒

否
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
最

終
的
に
案
か
ら
除
外
さ
れ
た
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
、
事
業

者
は
従
業
者
や
他
の
利
用
客
の

安
全
を
ど
こ
ま
で
担
保
で
き
る

か
。
事
業
者
か
ら
不
安
の
声
が

上
が
る
な
ど
、
課
題
は
積
み
残

さ
れ
て
い
る
。
　
【
森
田
淳
】

　
２
０
２
３
年
の
観
光
業
界
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
行
動
制
限
の
緩
和
や
水
際
対
策

の
撤
廃
、
「
５
類
」
へ
の
移
行
な
ど
も
あ
り
、
人
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
不
安

要
素
は
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
「
辰
年
（
た
つ
ど
し
）
」
の

年
、
天
に
昇
る
よ
う

希
望
を
も
っ
て
前
に
進
み
た
い
。
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
改
正
旅
館
業
法
、
人
手
不
足
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
、
旅
行
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
）
を
取
り
上
げ
た
。


